
いちょう並木地下鉄設置駅一覧表

新大阪 6番出入口への通路壁面 【改札外】

淀屋橋 12・13番出入口への通路壁面 【改札外】

本町 御堂筋線北北改札・北中改札間通路壁面 【改札外】

なんば 御堂筋線・千日前線間連絡通路壁面 【改札内】

天王寺 御堂筋線・谷町線間連絡通路壁面 【改札内】

なかもず １・２番出入口への通路壁面 【改札外】

大日 改札内正面壁面 【改札内】

太子橋今市 ５・６番出入口への通路壁面 【改札外】

天神橋筋六丁目 北改札・東改札間通路壁面 【改札外】

東梅田 ９番出入口への通路壁面 【改札外】

天満橋 ４番出入口への通路壁面 【改札内】

谷町九丁目 中改札・西改札間連絡通路壁面 【改札外】

喜連瓜破 １・２番出入口への通路壁面 【改札外】

住之江公園 南南改札・ニュートラム線連絡通路壁面 【改札内】

大阪港 東改札・西改札間通路壁面 【改札内】

堺筋本町 中央線１・２番ホーム連絡通路Ａ階段付近壁面【改札内】

野田阪神 北改札・中東改札間中階壁面 【改札外】

日本橋 堺筋線線１・２番ホーム連絡通路壁面 【改札内】

天下茶屋 改札内１番ホーム寄り壁面 【改札内】

大正 １～３番出入口への通路壁面 【改札外】

蒲生四丁目 南改札から１～４番出入口への通路壁面 【改札外】

ポートタウン東 トイレ壁面 【改札内】

江坂 南改札、北改札への通路連絡入口 【改札内】

心斎橋 御堂筋線南南改札内エレベーター側横 【改札内】

長居 ５番出入口への通路壁面 【改札外】

あびこ ３番出入口への通路壁面 【改札外】

北花田 改札内A階段に向かう側壁面 【改札内】

関目高殿 券売機左壁面 【改札外】

南森町 駅長室付近壁面 【改札内】

谷町六丁目 ５・６番出入口への通路壁面 【改札外】

四天王寺前夕陽丘 北東改札外エレベーター側壁 【改札外】

阿倍野 ３－６番出入口への通路壁面 【改札外】

文の里 コインロッカー右壁面 【改札外】

駒川中野 駅長室付近壁面 【改札内】

平野 南改札内西側側壁 【改札内】

出戸 １・２番出入口への通路南側壁面 【改札外】

長原 ３・４番出入口への通路壁面 【改札外】

八尾南 南改札内、北川壁面 【改札内】

西梅田 １０番出入口への通路壁面 【改札外】

肥後橋 １番出入口への通路壁面 【改札外】

四ツ橋 中央改札外４番出入口への通路壁面 【改札外】

弁天町 JR連絡通路西側壁面 【改札外】

阿波座 西北改札内、千日前線連絡通路壁面 【改札内】

緑橋 ５番出入口への通路壁面 【改札外】

西長堀 南改札内トイレ側壁面 【改札内】

今里 中央改札外、東側壁面 【改札外】

扇町 C階段　壁面 【改札内】

北浜 駅長室付近壁面 【改札外】

長堀橋 北改札内、精算機横壁面 【改札内】

京橋 ３番出入口への通路壁面 【改札外】
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　連続テレビ小説『あさが来た』が大好評であっ
たことで、東京一極集中が進むあまりに自虐的な
近年の大阪人も、多少、郷土に自信をとり戻したか
の様子である。私などは美術史を専攻するものとし
て、ドラマに座敷の床の間が出てくると、舞台と
なった幕末明治大正の大阪で愛された絵画は何
だったかと気になってしかたがない。
　富商の床の間に、おめでたく誰でも分かる画題
を描いた四条派などの絵が掛かっているのは普
通だが、大阪人が愛した絵画ならば、もうひとつ掛
かっていてもおかしくないのは間違いなく南画（文
人画）であろう。
　本来は中国の高級官僚や知識人である“文人”
が、山水や墨竹墨蘭などを、職業としてではなく
教養の一種、余技として描いた絵画である。江戸
時代なかばに本格的に日本に入り、池大雅、与謝
蕪村が初期の大成者となった。とりわけ大阪は、
本拠と言えるほど南画（文人画）の盛んな土地で
あった。
　江戸時代に大坂で活躍した画人は、福原五岳、
木村蒹葭堂、十時梅厓、浜田杏堂、岡田米山人、
岡田半江など枚挙にいとまがない。というのも、
南画（文人画）は、知的好奇心に満ちて教養高い
町人たちが学ぶべき中国文化の本流であるし、中
国古典への教養がないと愉しめない美術である
ことが、逆に彼らの創作意欲を高めるとともに、
町人や武士など身分の枠を超えて、仲間たちと
余暇を過ごすのに適した高級な趣味でもあった。
さらに大坂の経済力が、お手本となる中国から
の作品輸入を可能とし、仕事を離れて、あこがれ
の“文人”の世界に遊ぶ余裕を生み出したので
ある。
　そして、川端康成が愛蔵した国宝「凍雲篩雪図」
を描いた浦上玉堂や、田能村竹田らも大坂を訪れ
て拠点に活躍するなど、大坂は彼らにとって居心地
のよい土地であり、中国趣味の濃い煎茶ともむすび
ついて、大阪を特色づける文化として発展する。

　近代も大阪は南画（文人画）が盛んで、森琴石、
姫島竹外や矢野橋村らが活躍した。『あさが来た』
では、日本最初の女子大学設立へ主人公は邁進す
るが、大阪の美術界では、明治17（1884）年に、実
業家・樋口三郎兵衛によって、東京美術学校

（1889年開校）よりも早く道修町に浪華画学校が
開校し、森琴石（1843～1921）らが南画（文人画）
を教える課程が設けられた。
　大正時代では、大正9（1920）年に、現在の「日展」
の源流であり全国規模の公募展であった第2回帝
国美術院展を評した石井柏亭が、会場を飾る日本
画の入選作品が、大阪から入選した美人画とともに

「南画が殆ど大阪で持切られて居る」と評している。
　そんな南画（文人画）だが、現代の大阪は、それ
が自分たちの歴史であることを論じる余裕もなく、
日々の生活に汲 と々しているようだ。自分たちの先
人が築いてくれた文化的蓄積も知らずに、という
か、それに関心も抱かずにどうやって未来を語る
ことができるのだろう。
　現在、宝塚市の清荒神清澄寺・鉄斎美術館の所
蔵品を中心に、兵庫県立美術館で生誕180年記念

「富岡鉄斎－近代への架け橋－展」（～5月8日）が
開催されている。名作や大作が並んだ、すばらしい
回顧展である。富岡鉄斎（1837～1924）は京都の
出身だが、大鳥神社（堺市西区）の神官をつとめる
など大阪とも関係があった。明治42（1909）年、大
阪心斎橋筋2丁目時代の髙島屋で誕生した髙島屋
美術部のためには額を揮毫し、髙島屋は、なんど
も鉄斎の展覧会を開催している。
　今年は、与謝蕪村の生誕300年でもあるので、
蕪村、鉄斎など展覧会をハシゴすれば、南画（文人
画）三昧できるわけだが、こうした都市文化の記憶
が、いまの大阪では薄らぎ忘れられているのは、
まことにもってびっくりポンで、残念至極でおます。

筆者プロフィール

橋爪 節也　はしづめ せつや

大阪大学総合学術博物館前館長／大学院文学研究科教授。
1958年、大阪市生まれ。東京芸術大学大学院修了。大阪市
立近代美術館建設準備室学芸員を18年間つとめ現職。
専門は日本美術史。展覧会では「没後200年記念木村蒹
葭堂―なにわ　知の巨人―」「北野恒富展」「没後80年記念
佐伯祐三展」などに携わる。編著に『大大阪イメージ―増殖
するマンモス／モダン都市の幻像―』（創元社）など。森琴石「墨香画譜」より　明治13（1880）年　（個人蔵）

矢野橋村《夏菊》　大正後期　（個人蔵）
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「広告掲載」のお問い合せは、総合生涯学習センター 6345-5020へ
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